
2026.11.19(木) 14：00～15：30

社会保険労務士法人 パートナーズ・アルク (担当：堀田)
〒277－0005千葉県柏市柏 2-7-23 コササビル2F 04-7192-8391 受付時間：9:00～17:00 (土日祝を除く)

〈主催〉

オンライン開催

日 時

１
10月1日施行の法改正の理解から、ガイドラインのポイント、
裁判例を踏まえたリスクまで、弁護士・社労士が解説します。 気づかぬうちに広がるメンタル不調。その実態と法的リスク、

そして今日から始められる備えまで――。

H O P

S T E P

J U M P ○改正ガイドラインと最新判例の解説
○「不合理」と判断されやすい具体的ケースとは
○今すぐできる法的リスク回避対策

２

講師 弁護士

中小企業法務に特化し、

企業の労務問題を多数取り扱う。

分かりやすく、実務に役立つ

解説を心掛けています。

大友 竜亮 弁護士

講師 社労士

講師 社労士

川村 由里子

池田 みゆき

特定社会保険労務士

特定社会保険労務士

法改正への対応を進めたい
裁判例からリスクに備えたい
休職・復職対応を整えたい
社内規定を見直したい

■
■
■
■千葉県弁護士会所属

（登録番号：５３９８１）

○その休職対応、実は法律違反かもしれません
○主治医と会社の判断が対立したら、何が起きる?
○知らなかったでは済まされない、復職トラブルの実態

●裁判例から学ぶ!
主治医と会社判断が対立したらどうする?

●メンタル休職の傾向と企業に迫るリスク

●休職者が出てから慌てないために

●まず知る なぜ今「どうどう」なのか

●比べてわかる「今まで」と「これから」

●裁判例から学ぶ!
不合理リスクの高いケース

○新ガイドラインより（賞与/退職金/家族手当等）
○判断するときの3つの視点
○一番あぶないのは「昔からそうだから」
○まとめ（待遇差を説明できるために）

○10社に1社超が経験——メンタル不調による休職・退職
○精神障害の労災認定、7年連続で過去最多を更新中
○見えない損失は〇〇万円!?――その正体とは

○休職対応、実は「事前準備」で9割決まる
○気づけるかどうかは、管理職の"ある習慣"次第
○不調に気づける職場は、こうしてつくる

○そもそも「どうどう」って何?
○なぜ今、待遇差を見直す必要があるのか
○令和8年10月1日、何が変わった?

■

■

法改正と労務リスク対策セミナー
先手を打つ!

法改正と労務リスク対策セミナー
先手を打つ!

～弁護士 社労士が企業が押さえておきたい実務ポイントをわかりやすく解説～

途中５分程度の休憩
を予定しています

同一労働 同一賃金 企業のための

メンタルヘルス対策
同一労働 同一賃金 企業のための

メンタルヘルス対策


